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昼側磁気圏境界領域における Pc３波動の特性 

Characteristic of Pc 3 ULF waves in the dayside magnetosheath 
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昼側磁気圏境界領域における Pc3 波動の特性を GEOTAIL 衛星の磁場、電場、プラズマのデータを使用して、

Poyntin Flux、Wave mode から調べた。結果は以下のようになった。 
１．昼側磁気圏内の Pc3 波動はおよそ 20mHz から 60mHz であった。 
２．波のモードは観測された Pc3 波動のうち半分が Fast mode で、もう半分が Alfven mode であった。 
３．これらのエネルギーは およそ 10**(-5)のエネルギーを持っており、地球磁気圏内のエネルギー(10**(-8))

と比較すると、わずか 0.1％しか伝播していないことがわかった。 
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これらの結果から磁気圏境界層をわずかでも通過できれば地球磁気圏内の Pc 3 波動のエネルギーは十分説明で

きると考えられる。 
 
また、上記２の結果にあるような Alfven mode によって伝播する cusp 域での Pc3 波動との関連を、SuperDARN

との同時観測データを用いて解析した結果を発表する予定である。 


